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【課題】1年生で学習した角の二等分線の作図が正しいことを証明しよう。

作図

点A・点Bと点Cを結ぼう 仮定 ＯＡ＝ＯＢ、ＡＣ＝ＢＣ

結論 ∠ＡＯＣ＝∠ＢＯＣ

証 明

△ＯＡＣと で，

A ＯＡ＝ （ ）・・①

ＡＣ＝ （ ）・・②

O ＝ （ ）・・③

B

①②③から， が，それぞれ等しいので，

△ＯＡＣ≡

合同な図形の は等しいので，

∠ＡＯＣ＝ （結論）

【問題１】線分ＡＢの垂直二等分線ｍ上に点Ｐをとり、点Ａ、Ｂを結ぶ。このとき、

ＰＡ＝ＰＢであることを証明しよう。

作図 ｍ上に点Ｐをとり、点Ａ、Ｂを結ぼう 仮定 ＡＭ＝ＢＭ、∠ＡＭＰ＝∠ＢＭＰ

ｍ 結論 ＰＡ＝ＰＢ

証 明

△PAMと で，

ＡＭ＝ （ ）・・①

ＰＭ＝ （ ）・・②

A M B ∠ＡＭＰ＝ （ ）・・③

①②③より， が，それぞれ等しいので，

△ＰＡＭ≡

合同な図形の は等しいので，

ＰＡ＝ （結論）

C

【問題2】次の図で「ＡB＝CＤ、AD＝CB ならば、ＡB∥CD」を証明しなさい。

仮定 ＡB＝CＤ、AD＝CB

結論 ＡB∥CD

A 証 明

△ABDと△CDBで，

B D

C

ヒント

どんなとき、2直線は

平行でしたか？

【問題3】次の図で、∠ＤＡB＝∠ＡＤC、∠AＤB＝∠DＡCならば、ＤＢ＝ＡＣ

を証明しなさい。

仮定 ∠ＤＡB＝∠ＡＤC、∠AＤB＝∠DＡC

Ａ Ｄ 結論 ＤＢ＝ＡＣ

証 明

△ＡＢＤと で，

∠ＤＡＢ＝ （ ）・・①

＝ ∠DＡC （ ）・・②

Ｂ Ｃ ＡＤ＝ （ ）・・③

①②③より，

が，それぞれ等しいので，

△ＡＢＤ≡

合同な図形の は等しいので，

ＤＢ＝ （結論）


